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　この書評の完成には，私事によって一年余の遅れを余

儀なくされ，編集委員の方々に多大の御迷惑をかけてし

まった・この間，本書を含めて，不均衡分析についてす

でに発刊されていた皆川正氏（1983）や中込正樹氏（1985）

の労作への書評（足立（1987＞，川又（1986），皆川（1987））

も刊行されている．従って，書評の内容も，内在的なも

のから，外延的なものへと変更した．1っには，内容の

明晰性や起源性にも拘らず，本書は，固定価絡接近法に

よる不均衡分析とすべき範囲に限っているからである・

しかも，評者の趣味に叶った視点から，これらの3書を

含めて一般的な位置づけをすることによって本書の書評

に代えたいとの考えもある．本書の範囲に限ったものと

して，足立氏の書評を合わせて参考にしていただきたい．

　経済学においても，1っの理論は，問題となる経済的

条件の性格づけをもって終る．あるいは，経済理論体は，

結局のところ，このような経済条件の必要十分性を明ら

かにしたものの体系であると考える．

　不均衡理論ないしは不均衡分析もその例外ではない．
　　　　　む　　くコ　む　　くコ

ケインズの一般理論［1936］の非自発的失業に関するパ

ティンキン（D．Patinkin［1965］），クラウアー（R・W・

Clower［1965コ［1967コ）の二重決定解釈に始まり，．パロー

；グロスマン（R．T．　Barro　and　H．1．　Grossman［1971］

［1976］），根岸（T．Negishi［1974コ［1979］），ドレッツ（J・

Dr6ze［1975］），ベナシー（J・P．　Benassy［1975］［1976］），

そして，ハーン（F．H．　Hahn［1977］［1978］）等にみる理

論的展開は，それぞれが役割を分担し，全体として，こ

の均衡概念の性格づけを完成することに寄与して来たと

考えることが出来よう．

　さて将来の市揚に完全市電を想定することが出来ない

のであるから，経済主体の需給決定は，現行価格（spot

prices）及び予想価格（future　spot　prices）にもとづいて行

われる・従って各主体の取引数：量は，必ずしも，将来市
　　　　　　　　　　　　　　　　む　　む　　む
場で均衡を実現するものではないが，不完全情報下の意
　　　　　　　　　　　　　　　　む　　くニ　くじ　ロ　　む
志決定の市揚均衡モデルを総称して，一時的均衡モデル

（Temporary　Equilibrium　Models）と呼んでいる．価格が
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　くり　　　くコ　くコ
伸縮して，今日中に，市場均衡が達成される（完全）競争
む

的一時的均衡モデルの価格受容者としての取引主体に対
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　　　　　　　　　　　　　む　くり　くり　む　　　　む　む　　む　　　　くひ　む
して，十分に価格が変動せず，数量制約や割当てを認識

　　む　　くコ　くり

する不均衡モデルでは，取引主体は，価格指標のみなら

ず，数量制約に依存して需給量を決定する（Benassy
　　　　　　　　　　　　む　　くコ　くコ　む
［1977］）・これを取引主体の有効需要と呼んでいる．こ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　むれらの有効需要（供給）量の総計における均衡として，割
む　む　む　ロ　む　む　くり　む　む　む　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　くレ　くロ　くコ　む　　　む

当てを伴う一時的均衡モデル，あるいは．非ワルラス澄
む　　くう

均衡（NQn－Walrasian　Equilibrium）と総称するものが不

均衡分析の研究対象である．

　価格賃金の硬直性を仮定して，非ワルラス的（非自発
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　む　　む　　くり　む　　む
的失業）均衡の存在と，均衡特性を説明する固定価格接
む　　む

近法（Fix　Price　Method（ApProach））は，最初から価格賃

金の非伸縮性を説明することを排除する．つまり，価格

賃金の硬直性は，たかだか特殊な1っの非ワルラス的均

衡を与える十分条件の1つなのである．では，市場均衡

を実現するように，価楕や賃金が変動しないのは何故か．

この一般的疑問を追求する時，1つの巨大なブラックボ

ックスが目前に横たわっていることに，我々は，永く気

づいて来た・そこには多数の取引主体をして，安心して

価格をパラメトリックに考えて行動させる，完全競争的
　　　　　　　　　　　む　　む　　む
なワルラス均衡を保障するせり人（Auctioneer）が完全市

揚という武器を取って警護していた．この箱こそ，その

まわりを逡巡して来たワルラスの残した玉手箱であった．

　経済主体が，その取引数量を制約されていても，現行

価格が変化しないのは，一体，なぜだ．統制（管理）価格

　　　　やみ
下でも「暗」価格が1つあるいはいくつも成立する．取

引主体が制約されている以上に取引しない限り，個別に

取引価格を変化させ取引させるインセンティブがある。

ある労働者が，現行賃金で（もっと）働きたくても働けな

い．少し低い賃金で，なお働く意志があるのなら，その

低い賃金を申し出てみる・現行賃金価格体系で，いくら

でも働けるのであれば，このような価格変更誘因はない

し，彼は賃金価格をパラメトリックにみて行動する．数

量制約を認識する経済主体の行動は，Non－parametric
　　　　インセンティブ
PricesのIncentiveを伴う．競争市場の価格模索過程は，

各取引主体が数量制約を認識しないがゆえにParametric

Pricesでせり人の価格調整を待つ．従って価格賃金の硬

直性を説明出来ない，
　　　　　　　　　　　　む　　くり　む　　　
　価格賃金体系を固定して，二重決定（Dual　Decision）や
シヨ　ト　サイド　　　　　　　　　　　　　む　む　む　　タトウマソ

Short－side原理を導入し，せり人的模索で取引数量：の不

動点をみつける（Drεze［1975］，　Benassy［1975］）ことは，

それ自体，硬直性の経済効果を調べるという意味で興味

深い．パロー＝グロスマン（Barro＆GrossmaLn［1971］）

の有効需要モデルの不合理性を拡張精緻化した彼らの不

均衡モデルのポテンシャルは，これにとどまらない．特
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にベナシーモデル（1975）では，各取引主体，各市揚の有効

需要決定に際して（他の市場の制約には従うゐミ）数量制約

を越えて（実行不能なという意味で，それ自身のための）

有効需要を表明することが出来る．これは，割当て方式

の重要性を強調するこどになり，実際，割当て方式の

操作可能性（ManipulabiIity）を示唆した．固定価格を維
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ストキヤスティック
持して，有効需要が実現する確率を予知する確率的

割当て方式へ拡張が，まず，ゲイル（D．Gale［1979］）や本

書3章（Honkapohja　and　lto（［1983］）らによって行われ

た．

　さて，数量制約を越え．る所望取引を実現するには，ど

のような取引価格や賃金を提示すればよいのであろうか・

このような個別取引主体自らによる取引価格調整の定式

化の出発点は，アロー（K．J．　Arrow［1959］）にある．ベ

ナシー（1976）は，この価格調整機構を導入し，1つの独

占的競争均衡を，2っの調整機構一期間内数量調整と

期間外価格調整一一のもとで到達する均衡価格（賃金）体

系とした．この価格は，変更誘因をだれにも与えない・

しかし，期間内では，依然，価楮をパラメトリックにみ

ており，先験的に価格調整の遅れを仮定し，理由なくし

て，期間内価格調整を通じての数量割当ての操作可能性

を排除することを明示したモデルである．しかし，ハー

ン（F・H・Hahn［1978コ）は，この操作可能性と価格賃金

硬直性のディレンマを解決し，不均衡分析の発展を方向

づけた．独占的取引主体を，ケインズ的均衡モデルの取

引主体とみなす研究は，根岸［1960－61］，［1974］，岩井

（K，lwai［1974］）でより早く行われている・グラモン冨

ラロック（J．M．　Grandmont　and　G．　Laroque［1976］）は，

ドレッッモデル［1975］を利用して，有効需要予測と失

業均衡の関係を定式化，極度の悲観的予測があらゆる正

の賃金率に対して失業均衡を成立させることを示した．

バリァン（H．Varian［1977］）の（非ワルラス）均衡でも企

業が悲観的予測をしている，

　さて，この取引主体は，所望の取引数量：の売買を実行

出来る価格や賃金を推測する。価格推測関数を数量制約

を越える超過有効需要の増加関数として与え，自らの効

用を最大にする推測価格と所望取引数量を再決定する．

これらの取引数量：（市場）総計がバランスして各取引主体

の推測価格が，すべて一致し，もはやだれにとっても，

価格変更のインセンティブがない時，均衡と定義する．

不均衡モデルの基礎フレームとなる根岸（1960－1）やドレ

ック（1975）のモデルにおいて，取引主体の選好や技術を

所与とする．現行賃金及び，価格の体系のもとで，労働

供給し（雇用され）たいと考えているある労働者が，実際

Vol．38　No．4

は，1つの数量（雇用）制約に直面している．しかも，少

し低い賃金率で働いてもよいと老えている．より低い賃

金率を申し出て，制約を越える労働供給が実行可能であ

るような（推測的）均衡が存在するならば，この労働者は，
む　　む　　くコ　む　　む　　ロ　　くコ

非自発的に失業している．推測が何であれ，賃金率がワ

ルラス（完全雇用）均衡が成立するように変動しないのは，

賃金率の外生的な硬直性によるのではなく，労働者が賃

金率を更に低く申し出て労働を更に多く供給するインセ

ンティブを認めないからである・実現する有効需要は，

必ずしも，完全雇用を実現する有効需要である必要はな
　　む　　くコ　　ロ　　　　　　　　　　　　　　くコ　　くし　む　　む　　くり　　くコ　　む

い．一般理論第3章有効需要の理論のミク・経済学的

あるいは，一般均衡論的説明である．

　失業者を，雇用された企業における労働時間の数量制，

約（割当て）として捉えるか，企業からの解雇の状態と考

えるか．これを区別することは問題とならず，従来同一

視され，ているか，無視されて来た．根岸（1974）は，（再）

雇用される確率と賃金率オファーの定性的関係を仮定し

労働需要関数を外生的に与える．この主観的労働需要関

数は，屈折（キンク）しており，低賃金率を申し出るかど

うかは，その勾配によっている．あるいは，一般的に，

現行賃金率及び価格体系のもとで再雇用される確率が正
　　　　　　　　　　　　　　む　　くう　む　　む　　くし　くコ　くコ
であるという事実を反映する，確率的推測価格を定式化
　　　　　　　　　　　　ゆ　　む
出来よう．労働者の賃金率分布と主観的雇用確率の関係

へと発展させたフチア（Futia［1977］）や，雇用人員の労

働時間調整と雇用人数調整の差異について，区別した皆

川［19835章］の研究がある・

　推測的均衡は，ハーンによれば数量制約のない場合は

ワルラス均衡を意味すると意図されて摺る．ワルラス均

衡の近傍では有効需要関数＝（ワルラス概念的）需要関数

であり推測価格関数は数量から独立で，水平であろう．

数量制約を認識する揚合は，定義によって，均衡点のい
　　　　　　　　　　　　　　　　キ　ン　ク
ずれかの方向に非零の勾配をもつ．屈折する場合，ある

いは，推測関数が滑らかな場合も考えられ，る．いずれに

しろ非ワルラス均衡点の近傍で平担な部分及び非議の勾

配をもつ（ゲイルGale［1978］）．

　固定価稲的非ワルラス的均衡に，割当て方式のα4加。

性が存在したように，推測的均衡にも，推測関数に関す

るα肋oo性ボある．例えばハーン（1977）の推測関数に

与えた（推測的均衡を保障する）無限小領域の近傍におけ

る．合理性（In且nites董mal　Rationality）は，必ずしもそれに

とって必要でない（他の取引主体の）認識の仕方（推測利

潤関数の第2次微係数の形）に依存している．

　経済全体の真の構造とは全く独立に，推測関数の合理

性を定義することは，真の取引可能性を正しく（合理的

ゆ

。
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に）推測させそうにないが，しかし正しく（rationa1）なく

ても，「合理的」（reasonable）かも知れない．また，ある

取引主体の実行可能な各取引数量を与件として決定して

いる他のすべての取引主体の（これらの与件に対する）相

対的推測均衡のうちから，最も高い効用をもたらす取引

価格数量（equilibrium　fessible）に対応する均衡を選ぶこ
　　む　　くコ　む

とを合理的推測とすると，このような推測均衡は存在し

そうにない（Hahn［1978］）．何故ならば，1っのワルラ

ス均衡から1つの推測均衡へ移行することは，少なくと

も1人の取引主体の効用を必ず下げる・これは，この推
　　　　　　　む　　む　　くひ

聖節均衡が，合理的推測均衡たりえず，合理的推測均衡

がワルラス均衡たりえないことを示しているからである。

　かくて，推測の合理性を，均衡の．近傍において局所的

最大値を与えること，すなわち，取引可能性についての

情報を，局所的なものに限定し，局所的に合理的な推測

均衡の存在を確かめる努力がなされた．

　非ワルラス均衡を成立させるであろう取引主体の価格

推測や行動認識の合理性をめぐる議論は，必要でない外

生的条件，行動や情報についての非対称性などα4ゐoo性

がみられ，る．ハーン［1977コ，フチア（Futia［1977］），ヘ

ラーとスター（Heller　and　Starr［1979］），バリアン（Va－

rian［1977］），根岸［1979］など．

　不完全な情報について，取引主体の学習活動がどのよ

うにして行われるがに関しては，殆どの著者達が無関心

にみえる．．実験活動がなければ，推測が誤っていること

を示す情報を全くえられない・非ワルラス的均衡の存在

を保証する推測の合理性は，情報の不完全性の程度に依

存する・従って，合理性の定義を規定するもののうち，’

学習行動（の定式化）に依存する部分が確かに存在すると

思われる，非ワルラス的均衡モデルの学習活動について

定式化と研究は中込（M．Nakago・ne［1982］［19856章］）に

始まるといってよい．ある取引主体の合理的行動につい

ての情報の認識の仕方や程度のα励oo性についての批

判は，学習活動の定式化とその一般化を待つべきである．

　さてピグー・ケインズの周知の論争を思い起してみよ

う．この不均衡分析は，一般均衡論的接近法により，よ

うやく，ミクロ的「有効需要の理論」を完成しっっある

ということが出来よう．　　　　　　　〔楠本捷一朗〕
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